
　富士宮は、徳川家康をはじめ戦国時代の名立たる武将が入り乱れ、
勢力を争い、戦った場所です。

戦国武将にまつわる歴史や史跡などを紹介する
ー 特集　戦国時代の富士宮 ー

　
戦国時代の富士宮の歴史や文化に触れ、
当時の人々に思いを寄せてみませんか。

第3回　今川氏と富士宮

題字/志村雅芳

ひとりの弱き少年が、乱世を終わらせた奇跡と希望の物語
国を失い、父を亡くし、母と離れ、心に傷を抱えた孤独な少年・竹千代は、
今川家の人質として、ひっそりと生涯を終えると思っていた。しかし―
三河武士の熱意に動かされ、弱小国の主として生きる運命を受け入れ、
織田信長、武田信玄という化け物が割拠する、乱世に飛び込んだ。

待っていたのは死ぬか生きるか大ピンチ！計算違いの連続！我慢の限界！
どうする家康！

主演 松本 潤(徳川家康役)　　作 古沢良太

2023年 大河ドラマ「どうする家康」(NHK)

日曜日　放送予定



今川氏と富士宮
特集 戦国時代の富士宮　第3回

　戦国時代、富士山では神や仏の力
を得ようとする宗教的な登山（登拝）
が盛んに行われていました。
　富士山表口登山道の拠点として栄
えた、冨士山興法寺(現在の村山浅間
神社・大日堂)や、富士山本宮浅間大
社には、多くの修験者や登山者が訪
れました。

戦国時代の富士山登拝

と  はい

こうほう じ

しゅげん じゃ

けんぽん

　室町時代に描かれたとされる絹本
著色「富士曼荼羅図」には、富士登山
の拠点となった重要な施設や、水垢
離で心身を清めてから山頂を目指す
人物の姿が描かれています。

みず ご

り

ちゃくしょく ふ じ まん だ ら ず

　清見寺(静岡市清水区)には、関所(清見
関)が設置され、登山者はここで、通行税
を支払いました。
　この頃、清見寺の住職で、今川義元の
軍師として多くの合戦を指揮した太原崇
孚雪斎が、竹千代（後の徳川家康）に戦
法や戦術などを教育したとされて
います。

ぐん し たいげんそう

よしもと

ふ せっ さい

御室大日堂御室大日堂

中宮八幡堂中宮八幡堂

冨士山興法寺冨士山興法寺

富士山本宮浅間大社富士山本宮浅間大社

清見寺清見寺

▲絹本著色「富士曼荼羅図」(国重要文化財・富士山本宮浅間大社蔵)

今川氏の重要施設「清見寺」今川氏の重要施設「清見寺」
せい けん じ

湧玉池（大宮）湧玉池（大宮）

龍頭池（村山）龍頭池（村山）
りゅうずがいけ

龍頭池（村山）龍頭池（村山）龍頭池（村山）
りゅうずがいけ

きよみが

せき
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今川義元と村山

　冨士山興法寺の周辺には、村山三
坊を中心に宿坊(宿泊施設)が立ち並
び、村山や富士山中では、多くの山伏
（修験者）が活動していました。

さん

ぼう ぼう

やま ぶし

しゅ げん じゃ

しゅく

※1　富士川から東の駿河国一帯
※2　戦国大名などの花押（サイン）のあ
　　  る文書

　今川義元は、富士山中の施設での
活動を保証したり、隣国から訪れる
山伏を監視させるなど、戦乱の中で
取り締まりや情報収集に、村山の山
伏を利用していたと考えられています。
　河東※1での戦いが収まると、義元
は、大規模な検地を行い、武士の領
地を保証したり、寺社の権利を保護
するなど、戦乱の舞台となった河東
の再建に向けた政策を展開しました。
　義元は、冨士山興法寺からの要望
を受け、村山三坊の一つ「大鏡坊」
に、富士登山期間中の村山の治安を
守るための判物※2を発行しました。
　判物には、「ふさわしくない者の出
入りや争いなどを禁止し、破った者に
ついては今川氏に報告するように。」
と書かれています。

だいきょうぼう

か とう

はん もつ

か おう

富士山中の施設を管理した「村山の山伏」富士山中の施設を管理した「村山の山伏」
　登山シーズン中、村山の山伏は、富
士山中の中宮八幡堂(粟倉)や御室大
日堂などの施設に常駐していました。
　中宮八幡堂(粟倉)では、登山者の確
認のほか、金剛杖の販売などもしてい
ました。馬返しともいわれるここで、登
山者は馬を降り、歩いて山頂を目指し
ました。
　現在は、祠が建てられ、毎年10月に
例祭が執り行われています。

ほこら

ちゅうぐう はち まん どう お むろ

こん ごう づえ

▲今川義元判物(1553年・東京大学資料編纂所撮影/村山浅間神社蔵)

今川氏の最盛期を築いた「今川義元」

▲今川義元像（臨済寺蔵）
義元は、その実力から「海道一の
弓取り（東海道一の武将）」と呼ば
れました。

　義元は、今川氏の当主となると、幼少
期に教育係だった雪斎とともに、数々の
合戦に勝利し、北条氏康や武田信玄と
同盟を結ぶことにも成功しました。
　土地の面積や収穫高などを調べる大
規模な検地をいち早く行ったほか、金山
開発や優れた商業政策などによって、
駿河国・遠江国・三河国を豊かな国に発
展させました。
　尾張国に侵攻していた義元は、1560
年、桶狭間の戦いで織田信長に討たれ
ました。

する がの くに とおとうみのくに みかわのくに

お わりのくに

おけ は ざ ま

　御室大日堂では、冨士山興法寺など
で発行される登山手形(許可証)を確認
しました。絹本著色「富士曼荼羅図」に
は、御室大日堂の上で登山者に松明を
渡す人物が描かれています。

たい まつ

中宮八幡堂跡中宮八幡堂跡
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どうなる家康

元信は、義元に命じられ、織田氏
の三河国・寺部城を攻め落としま
した。このころ、「元康※」に改名し
ました。

※1 成人を示す儀式
※2 「元」は「義元」から受けたもの

1555年、竹千代は今川義元の駿
府館で元服※1しました。これを機
に、幼名の竹千代から、「元信※2」
に改名しました。

元信は、義元の有力家臣・関口
氏純の娘「築山殿」と結婚しまし
た。この結婚により、今川氏と岡
崎の松平氏のつながりは、さら
に強いものになりました。

やかた げんぷく

※「康」は武名の高い祖父「松
　平清康」から受けたもの ※幅3.6mの外堀が囲む東西

　36m・南北28mの砦

元康は、義元の尾張侵攻の先行
部隊として、織田氏が築いた尾
張国・丸根砦※を攻め落とし、大
高城に食糧や弾薬を運び入れる
ことに成功しました。

「元服、そして初陣へ」

　富士山本宮浅間大社の門前では、
全国から訪れる富士登山者に向け
て、毎月6度、定期市が開かれていま
した。
　しかし、市場では、押し買い※1や狼
藉※2などの非法行為が絶えず、売買
への課税や、浅間大社門前への関所
（神田橋関）の設置が、無断で行われ
るなど、安全な商売や行き来ができ
ない状態にありました。

戦国時代の門前市場
　市場を管理する富士信忠※3は、今
川義元の跡を継いだ子・氏真に対
し、市場の平和保障を求めました。
　氏真は、信忠からの要望を受け、
富士大宮を「楽市」とすることを定め
た朱印状※4(富士大宮楽市令)を発行
しました。
　朱印状には、「税金の徴収や神田
橋関を禁止する。反対する者がいた
ら、報告するように。今川氏が直接
命令を下す。」と書かれています。

今川氏真と大宮

※1 安い価格で強制的に買い上げられること
※2 乱暴行為のこと

※3 大宮城を拠点に、今川氏の家臣とし
　　て活動した浅間大社の大宮司(役職)
※4 戦国大名などの朱印のある文書

ろう

うじ ざね

かん だの ばし せき

らく いち

ぜき

▲今川氏真朱印状(1566年4月3日・浅間大宮司富士家文書/静岡県立中央図書館蔵)

今川氏と富士宮
特集 戦国時代の富士宮　第3回

戦国大名の「楽市令」
　戦国大名は、国を発展させ
るための商業政策として「楽市
令」を出しました。この法令に
よって、市場で独占などの特
権が廃止されたり、課税が免
除され、自由な経済活動がで
きようになりました。
全国の主な楽市令
年

1566 今川氏真 駿河国 大宮

1568 織田信長 美濃国 加納

1570 徳川家康 遠江国 小山

1577

…

織田信長 近江国 安土

戦国大名 場　所

うじすみ つきやまどの みかわのくに てら べ お

わりのくに まる ね とりで

み ののくに

おうみのくに

のぶただ
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ゆかりの地

469

72

冨士山興法寺（村山浅間神社・大日堂）
大鏡坊墓所

西見付跡

東見付跡

村山地域

大宮地域

世界遺産富士山構成資産の一つ。数百年の
間、富士山信仰の重要な拠点として、多くの
修験者や登山者が訪れた。

冨士山興法寺(村山浅間神社・大日堂)
こう  ほう   じ

神田市神社

富士山修験の拠点として栄えた村山には、江戸時代、伊豆国・伊勢国・美濃国・尾張国などから多く
の登山者が訪れた。駿河国の今川氏は、富士山中で修業を積む村山の山伏の行動力と情報力を頼
りに、情報収集したとされる。集落の東西に見付を設け、不審者の出入りを取り締まった。

西見付跡・東見付跡大鏡坊墓所
村山集落を管理した村山三坊(宿坊)の一つ大
境坊は、主に村山修験の祖・末代上人を祀る
大棟梁権現社を管理した。
だい とう

まつまつだいしょうにん

い   ずのくに い   せのくに み   ののくに おわりのくに

する がのくに やま ぶし

りょうごんげんしゃ

近くの浅間大社の門前では「富士大宮楽市」
が開かれた。「市神さん」と呼ばれる商売の
神が祀られ、大正11年に祠が造られた。

いちのかみ

大宮保育園

大宮小学校

神田市神社

療育支援センター

清水銀行

長屋門 歴史の館

マツヤ模型店

76

76

西見付跡西見付跡 東見付跡東見付跡

まつ ほこら
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